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1. 平成30年3月期第1四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第1四半期 5,064 12.4 686 25.2 715 53.3 517 81.5

29年3月期第1四半期 4,506 0.0 548 27.3 466 8.3 285 9.7

（注）包括利益 30年3月期第1四半期　　535百万円 （103.9％） 29年3月期第1四半期　　262百万円 （△3.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第1四半期 68.76 ―

29年3月期第1四半期 37.89 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期第1四半期 25,675 19,914 77.6 2,645.05

29年3月期 26,763 19,469 72.7 2,585.97

（参考）自己資本 30年3月期第1四半期 19,914百万円 29年3月期 19,469百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 10.00 ― 12.00 22.00

30年3月期 ―

30年3月期（予想） 13.00 ― 10.00 23.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　　　 平成30年3月期（予想）第2四半期末配当金の内訳　普通配当10円00銭　創業80周年記念配当3円00銭

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 9,600 5.3 1,030 △5.9 980 △3.2 680 6.9 90.32

通期 19,100 2.1 1,690 △25.4 1,630 △30.6 1,120 △32.1 148.76

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有

新規　1社　（社名）TOHOKU STEEL INDIA PRIVATE LIMITED、除外　－社　（社名）

（注）詳細は、添付資料Ｐ．７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（当四半期連結累計期間における重要な
子会社の異動）」をご覧ください。

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 有

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無

（注）「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第10条の５に該当するものであります。

　　　詳細は、添付資料Ｐ．７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期1Q 7,550,000 株 29年3月期 7,550,000 株

② 期末自己株式数 30年3月期1Q 20,923 株 29年3月期 20,923 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期1Q 7,529,077 株 29年3月期1Q 7,529,077 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後の様々な要因に
よって異なる結果となる可能性があることをお含みおきください。

　なお、業績予想に関する事項は、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くださ
い。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業の生産活動に持ち直しの動きがみられ、また雇用・所得

環境および個人消費も改善するなど、緩やかな回復が続いております。

 特殊鋼業界の主要な需要先である自動車産業では、米国市場で頭打ちの兆しが見られる一方で、国内では新型車

の販売が好調であり引き続き底堅く推移しております。

 このような環境の中、当社グループの特殊鋼事業では、自動車および半導体関連顧客の増産要請により受注が好

調に推移したことを受け、国内・アジア向け耐熱鋼・電磁ステンレス鋼、さらに精密加工製品の売上が増加しまし

た。また、金型を長寿命化する新製品「ＴＭ３（ティーエム・キューブ）」等の販売拡大に引続き努めました。こ

のほか、鋼材事業の海外展開への取り組みとしてインド子会社の設立手続を完了し、生産開始に向けた準備を進め

ております。一方、不動産賃貸事業につきましては、一層のサービス向上に努め、業績は安定的に推移いたしまし

た。

 その結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は前年同四半期に比べ557百万円増の5,064百万円、営業利

益は同138百万円増の686百万円、経常利益は同248百万円増の715百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は同

232百万円増の517百万円となりました。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

①特殊鋼事業

 売上高は前年同四半期に比べ564百万円増の4,503百万円、セグメント利益（営業利益）は128百万円増の399

百万円となりました。

②不動産賃貸事業

 売上高は前年同四半期に比べ6百万円減の560百万円、セグメント利益（営業利益）は9百万円増の287百万円

となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ1,088百万円減少し、25,675百万円と

なりました。主な要因は次のとおりであります。

・たな卸資産が253百万円減少しております。 

・金銭信託および投資信託の一部解約等により有価証券が200百万円減少、投資有価証券が799百万円減少しており

ます。

 一方、当第１四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ1,533百万円減少し、5,760百万円となり

ました。主な要因は次のとおりであります。

・預り金が918百万円減少しております。

・未払法人税等が286百万円減少しております。

・前連結会計年度末と比べ引当対象期間が異なるため、賞与引当金が148百万円減少しております。

 また、当第１四半期連結会計期間末の純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益517百万円を主な要因とし

て、前連結会計年度末に比べ444百万円増加し、19,914百万円となりました。以上の結果、自己資本比率は前連結

会計年度末に比べ4.9ポイント上昇し、77.6％となりました。 

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年３月期の業績予想につきましては、平成29年５月11日に公表しました予想値から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,614,502 4,659,113 

受取手形及び売掛金 3,261,003 3,241,323 

電子記録債権 622,487 864,832 

有価証券 1,000,000 800,000 

商品及び製品 303,394 244,816 

仕掛品 1,051,450 932,663 

原材料及び貯蔵品 812,701 736,168 

繰延税金資産 179,965 112,021 

その他 39,003 29,862 

貸倒引当金 △338 △359 

流動資産合計 11,884,171 11,620,443 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 5,314,554 5,242,982 

機械装置及び運搬具（純額） 1,595,927 1,582,801 

工具、器具及び備品（純額） 68,277 76,585 

土地 2,270,184 2,271,058 

建設仮勘定 52,332 38,463 

その他（純額） 6,452 6,017 

有形固定資産合計 9,307,728 9,217,908 

無形固定資産 138,327 128,993 

投資その他の資産    

投資有価証券 5,076,786 4,277,237 

従業員に対する長期貸付金 1,806 1,559 

繰延税金資産 133,773 104,330 

その他 223,757 328,293 

貸倒引当金 △2,560 △3,260 

投資その他の資産合計 5,433,564 4,708,159 

固定資産合計 14,879,619 14,055,061 

資産合計 26,763,790 25,675,504 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,671,721 1,543,705 

未払法人税等 419,669 133,064 

賞与引当金 317,597 168,697 

役員賞与引当金 9,600 － 

預り金 1,891,990 973,160 

その他 714,794 692,778 

流動負債合計 5,025,373 3,511,406 

固定負債    

長期預り金 1,846,624 1,846,624 

修繕引当金 335,374 315,296 

環境対策引当金 34,000 34,000 

退職給付に係る負債 45,433 46,863 

その他 7,024 6,552 

固定負債合計 2,268,455 2,249,335 

負債合計 7,293,829 5,760,742 

純資産の部    

株主資本    

資本金 827,500 827,500 

資本剰余金 560,993 560,993 

利益剰余金 17,638,949 18,066,306 

自己株式 △18,042 △18,042 

株主資本合計 19,009,400 19,436,757 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 390,849 420,399 

為替換算調整勘定 69,711 57,605 

その他の包括利益累計額合計 460,560 478,005 

純資産合計 19,469,961 19,914,762 

負債純資産合計 26,763,790 25,675,504 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

売上高 4,506,290 5,064,077 

売上原価 3,610,629 3,970,168 

売上総利益 895,661 1,093,909 

販売費及び一般管理費    

運賃及び荷造費 73,229 76,579 

給料及び手当 83,764 82,515 

賞与引当金繰入額 34,011 42,817 

退職給付費用 3,688 3,732 

その他 152,680 201,675 

販売費及び一般管理費合計 347,374 407,320 

営業利益 548,286 686,588 

営業外収益    

受取利息 4,294 7,955 

受取配当金 10,142 13,354 

為替差益 － 11,066 

その他 10,412 9,654 

営業外収益合計 24,848 42,030 

営業外費用    

為替差損 98,794 － 

固定資産除却損 715 4,703 

売上割引 3,051 2,910 

その他 3,691 5,326 

営業外費用合計 106,252 12,941 

経常利益 466,883 715,678 

特別利益    

投資有価証券売却益 － 35,605 

特別利益合計 － 35,605 

特別損失    

減損損失 35,335 － 

投資有価証券売却損 － 9,886 

特別損失合計 35,335 9,886 

税金等調整前四半期純利益 431,547 741,397 

法人税、住民税及び事業税 88,336 139,205 

法人税等調整額 57,922 84,486 

法人税等合計 146,258 223,692 

四半期純利益 285,289 517,705 

親会社株主に帰属する四半期純利益 285,289 517,705 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

四半期純利益 285,289 517,705 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △60,910 29,550 

為替換算調整勘定 38,083 △12,105 

その他の包括利益合計 △22,826 17,444 

四半期包括利益 262,463 535,149 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 262,463 535,149 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

 当第１四半期連結会計期間において、インドにTOHOKU STEEL INDIA PRIVATE LIMITEDを新たに設立したため、連結

の範囲に含めております。なお、同社は当社の特定子会社に該当しております。 

 

（会計方針の変更）

（有形固定資産の減価償却方法の変更） 

 従来、当社及び国内連結子会社は、平成10年４月１日以降に取得した建物ならびに平成28年４月１日以降に取得

した建物附属設備及び構築物以外の有形固定資産（リース資産を除く）の減価償却方法については、定率法を採用

しておりましたが、当第１四半期連結会計期間より定額法に変更しております。 

 この変更は、当社の中期投資計画の見直しを契機に今後の当社及び国内連結子会社の有形固定資産の使用状況を

検討した結果、既存設備の取替更新中心の投資計画の下、有形固定資産の平準的な操業による安定的な稼動が見込

まれることから、定額法による減価償却を行うことが設備の使用実態をより適切に反映させることができると判断

したためであります。 

 この結果、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利

益はそれぞれ19,910千円増加しております。
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